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標記の件につきまして、今般、厚生労働省健康局結核感染症課長より本会に対し

て別添の周知方依頼がありました。 

今冬のインフルエンザシーズンのワクチンの製造予定量は、平成２７年６月２２

日時点における見込みで、2,973万本（１ｍL を１本に換算。前年比約11.15％減）と

し、今後、ワクチンの需給が逼迫する事態が発生した場合には、必要に応じて、安

定供給対策の実施等について協力を依頼することとしております。 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただき、管下郡市

区医師会、関係医療機関等への周知方について、ご高配のほどよろしくお願い申し

上げます。 



公益社団法人日本医師会

感染症危機管理対策室長 小森

季負行性インフルエンザワクチン(以下「ワクチン」という。)について、貴職

におかれては、下記の事項について、貴会所属の会員に対し、周知するととも

に、ワクチンの円滑な流通について関係者との連携に努めていただくようお願

いする。

季節性インフルエンザワクチンの供給について

,、又
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ワクチンの製造予定量について

今冬のインフルエンザシーズンのワクチンの製造予定量は、平成27年6月

22日時点における見込みで、2,973万本(1mL を 1 本に換算。前年比約 11.15%

減)である。

その他

今後、ワクチンの需給が逼迫する事態が発生した場合には、必要に応じて、

安定供給対策の実施等について協力を依頼することとしている。
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【数量:万本】
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インフルエンザワクチン製'量及び使用量の推移

■製造量◇一使用量
3000

2500

2000

1711

1500

1519

1000

500

979

796

0

歌歌歌ノ政歌歌歌歌歌歌歌政歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌政歌政
倭や矮や倭や愚f §レ闘闘、舟るや舟、ゞ剣ヲヘ゜~へぐしへらへシ、つへ佑<'●への q9 q>'レ qク qy qク q9 ゛倭や矮や倭や及知会卿及闘会闘会舟会卿会舟会避会悶" N §'§' N §'悶卜炉 N §' N 悶1'゛゛ゞ§レ゛゛§レ傘傘傘及会及会会会会会会会会及闘会闘及闘会卿会闘会卿及卿及闘会卿会闘会知会舟会舟会闘及卿会闘

612

※1

※2

554

平成7年以前の未使用量は不明
Im1換算

511 474

【平成27年6月現在】
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